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刊行にあたって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   産業能率大学　教育開発研究所

　所長　小柴達美
 

　本学では、社会人教育における長年の経験と実績をもとに、専任・兼任を問わず教職員が
それぞれの立場において自己研鑽を積み、教育の質的向上に繋がる実践的な活動に取り組
んでおります。これら活動を支援する全学的な取り組みとして、2002年度にFD（Faculty 
Development）委員会の設置、2008年度には教育開発研究所の設立を行い、今日まで着
実な成果を上げております。教育開発研究所の活動は、『教員の教育力向上』や『教育の質を
高める方策』を目的とした本学のFD活動を調査・研究し、それを積極的に教員へ公開し、教
員相互の情報共有に寄与しています。そして、その活動成果をまとめた「教育開発研究所年報
」を学内外に広く公表し、FD活動のPDCAサイクルを実現する契機としています。　
　さて、今回の年報では、前年度の活動成果報告に続き、『到達目標』に関する実態調査結
果を報告し、今後の方向性を得ようと考えております。また、『入学前キャリア教育』、『１年次
補習科目』等の学修支援策を再度検証し、入学生の学力保証の取り組みを紹介しております。
さらに、従来から報告している『学生による授業評価結果』、本学における『アクティブ・ラーニ
ング』についての研修会報告、及び定期的に開催した『FD研修会』に関する報告も盛り込ん
でおります。
　本年報は教育開発研究所の年次報告書として位置づけております。本年報の刊行により
本学の教育活動の公開性を高め、全学的に教育改善の推進が可能となるよう、定性的、定
量的なデータによりその実態を把握し、教育活動の共有化を図りたいと思います。不充分な
点や不明な部分も多いかと思いますが、忌憚のないご意見やご指摘・助言をお寄せいただけ
れば幸いです。

2014 年 4月25日

目次

　
　刊行にあたって
　　　　　　　

Ⅰ．2013年度「到達目標」を意識し
　た授業運営に関する実態調査報
　告

・・・・・・・・１

Ⅱ．入試種別のニーズに対応した入
　学前キャリア教育の改善と実行

・・・・・・・・３

Ⅲ．経営学部１年次における計算力
　の強化について

・・・・・・・・５

Ⅳ． 2013年度「学生による授業評
　　価」結果

・・・・・・・・７

Ⅴ．本学におけるアクティブ・ラーニ
　ングの取組に関する研修会報告

・・・・・・・・９

Ⅵ．FD研修会実施報告
・・・・・・１１

　研究所員/執筆者

編集　産業能率大学　教育開発研究所
発行　産業能率大学　〒158-8630　東京都世田谷区等々力6-39-15











0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

010002000300040005000600070008000900010000

得点

全国順位

総合 数理 言語 論理

3
6

29
26

44

68
70

55

35

0

10

20

30

40

50

60

70

80

15 20 25 30 35 40 45 50 55 60



0

10

20

30

40

50

60

4 5 7 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

補習対象 補習非対象

0

5

10

15

20

25

15 23 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73

補習対象 補習非対象



















2013年度 教育開発研究所年報（6巻）
Annual Report of Education Development Research Center Vol.6

刊行にあたって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   産業能率大学　教育開発研究所

　所長　小柴達美
 

　本学では、社会人教育における長年の経験と実績をもとに、専任・兼任を問わず教職員が
それぞれの立場において自己研鑽を積み、教育の質的向上に繋がる実践的な活動に取り組
んでおります。これら活動を支援する全学的な取り組みとして、2002年度にFD（Faculty 
Development）委員会の設置、2008年度には教育開発研究所の設立を行い、今日まで着
実な成果を上げております。教育開発研究所の活動は、『教員の教育力向上』や『教育の質を
高める方策』を目的とした本学のFD活動を調査・研究し、それを積極的に教員へ公開し、教
員相互の情報共有に寄与しています。そして、その活動成果をまとめた「教育開発研究所年報
」を学内外に広く公表し、FD活動のPDCAサイクルを実現する契機としています。　
　さて、今回の年報では、前年度の活動成果報告に続き、『到達目標』に関する実態調査結
果を報告し、今後の方向性を得ようと考えております。また、『入学前キャリア教育』、『１年次
補習科目』等の学修支援策を再度検証し、入学生の学力保証の取り組みを紹介しております。
さらに、従来から報告している『学生による授業評価結果』、本学における『アクティブ・ラーニ
ング』についての研修会報告、及び定期的に開催した『FD研修会』に関する報告も盛り込ん
でおります。
　本年報は教育開発研究所の年次報告書として位置づけております。本年報の刊行により
本学の教育活動の公開性を高め、全学的に教育改善の推進が可能となるよう、定性的、定
量的なデータによりその実態を把握し、教育活動の共有化を図りたいと思います。不充分な
点や不明な部分も多いかと思いますが、忌憚のないご意見やご指摘・助言をお寄せいただけ
れば幸いです。

2014 年 4月25日

目次

　
　刊行にあたって
　　　　　　　

Ⅰ．2013年度「到達目標」を意識し
　た授業運営に関する実態調査報
　告

・・・・・・・・１

Ⅱ．入試種別のニーズに対応した入
　学前キャリア教育の改善と実行

・・・・・・・・３

Ⅲ．経営学部１年次における計算力
　の強化について

・・・・・・・・５

Ⅳ． 2013年度「学生による授業評
　　価」結果

・・・・・・・・７

Ⅴ．本学におけるアクティブ・ラーニ
　ングの取組に関する研修会報告

・・・・・・・・９

Ⅵ．FD研修会実施報告
・・・・・・１１

　研究所員/執筆者

編集　産業能率大学　教育開発研究所
発行　産業能率大学　〒158-8630　東京都世田谷区等々力6-39-15


	表1
	表2_ol_0421
	本文_0421
	表4

